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ワークショップ
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最初の「運用ダッシュボード」を設計する
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成果実現のための6W1H (復習)



ワークショップ

https://www.opslearn.jp/

6W1Hとは

Why Whom

WhereWhen Who

How

What

いつ どこで 誰が

何を なぜ 誰(のため)に

どのように(する)
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6W1Hで最も大事なのは「Why」

Why Whom

WhereWhen Who

How

What

いつ どこで 誰が

何を なぜ 誰(のため)に

どのように(する)

Whyは「6W1H」の「目的」を表すものであり、最も失われやすい。
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成果実現のための6W1H (3分類)

WhoWhere When

How

どこで 誰が いつ
実装の3W

設計の3W

成果物の1H
どのように(する)

Whom WhatWhy
なぜ 誰のために 何を

固定的 流動的
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成果実現のための6W1H (設計フェイズ)

WhoWhere When

How

どこで 誰が いつ
実装の3W

設計の3W

成果物の1H
どのように(する)

WhomWhy
なぜ 誰のために 何を

固定的 流動的

What
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成果実現のための6W1H (実装フェイズ)

WhoWhere When

How

どこで 誰が いつ
実装の3W

設計の3W

成果物の1H
どのように(する)

Whom WhatWhy
なぜ 誰のために 何を

固定的 流動的
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成果のための「6W1H」(ロードマップ)

How
どのように(する)

成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化
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運用ダッシュボードの実装
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成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化

運用ダッシュボード

運用ダッシュボードの実装
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運用ダッシュボードの実装 (配置場所)

運用ダッシュボード

成果物Where
どこで実

装
フ
ェ
イ
ズ

配置場所の明確化

Who
誰が

リーダシップの明確化

When
いつ

運用ダッシュボードを配置する場所マイルストーンの明確化

• 運用ダッシュボードを、どこに配置するのか記述します。 

• どのようにアクセスするのか(アクセス経路)も簡単に記述します。

課題1
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運用ダッシュボードの実装 (配置場所)

Where
どこで実

装
フ
ェ
イ
ズ

配置場所の明確化

Who
誰が

リーダシップの明確化

When
いつ

マイルストーンの明確化

• 運用ダッシュボードを、どこに配置するのか記述します。 

• どのようにアクセスするのか(アクセス経路)も簡単に記述します。

課題1

要件定義: 利用者視点

1. 業務時間中、いつでも閲覧できること

2. 固定された位置にあること

要件定義: 提供者視点

2. 利用者全員が保守に関与できること

3. 更新管理ができること

高可用性

永続URL

アクセス経路

VCSとの連携
Version Control System
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運用ダッシュボードの実装

運用ダッシュボードの配置

分散 
リポジトリ

分散 
リポジトリ

ドキュメンター 利用者

利用

運用ダッシュボードドキュメント 
(マスタ)

公開 
ドキュメント

保守

高可用性

アクセス経路アクセス経路

アクセス経路

VCSとの連携

永続URL
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運用ダッシュボードの実装 (リーダシップの分担)

運用ダッシュボード

成果物

• 全員でリーダシップを発揮するために、どのように分担をするのか記述します。 

• 可能な限り、全ての人が能力に応じて何らかのリードをするようにします。

Who
誰が

実
装
フ
ェ
イ
ズ

リーダシップの明確化

Where
どこで

配置場所の明確化

When
いつ

マイルストーンの明確化

課題2

運用ダッシュボードの実装や運用に 
全員がどんな貢献をするのか
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運用ダッシュボードの実装 (リーダシップの分担)

• 全員でリーダシップを発揮するために、どのように分担をするのか記述します。 

• 可能な限り、全ての人が能力に応じて何らかのリードをするようにします。

Who
誰が

実
装
フ
ェ
イ
ズ

リーダシップの明確化

Where
どこで

配置場所の明確化

When
いつ

マイルストーンの明確化

課題2

Owner

Writers 運用ダッシュボード

Readers

Architect
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運用ダッシュボードの実装 (マイルストーン)

運用ダッシュボード

成果物

When
いつ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

マイルストーンの明確化

Where
どこで

配置場所の明確化

Who
誰が

最初の運用ダッシュボードは 
いつ実現するのか

• 最初の運用ダッシュボードが、いつ実現するべきなのか記述します。 

• 具体的なマイルストーンと、そのためのタスクを書き出します。

課題3

リーダシップの明確化
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• 最初の運用ダッシュボードが、いつ実現するべきなのか記述します。 

• 具体的なマイルストーンと、そのためのタスクを書き出します。

運用ダッシュボードの実装 (マイルストーン)

When
いつ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

マイルストーンの明確化

Where
どこで

配置場所の明確化

Who
誰が

課題3

リーダシップの明確化

1st リリース日

マイルストーン1 (インフラ構築)

マイルストーン2 (最初のコンテンツを内部公開)

マイルストーン3 (公開の告知)
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まとめ: 運用ダッシュボードの設計と実装
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まとめ:「運用ダッシュボード」の設計と実装

成果物

Whom

What

Why
なぜ

誰のために

何を

Who

Where

When

どこで

誰が

いつ

設
計
フ
ェ
イ
ズ

実
装
フ
ェ
イ
ズ

目的の明確化

ペルソナの定義

やることの明確化

配置場所の明確化

リーダシップの明確化

マイルストーンの明確化

運用ダッシュボード


